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美術の遊びとこころⅧ

五感であじわう日本の美術
Playful Art and Aesthetic Sense VIII: Enjoying Japanese Art through Our Five Senses

2024年7月2日（火）〜 9月1日（日）

10：00 〜 17：00（入館は16：30まで）

月曜日（但し7月15日、8月12日は開館）、7月16日（火）。
三井記念美術館
一般1,200（1,000）円／大学・高校生700（600）円／中学生以下無料

※ 70歳以上の方は1,000円（要証明）。
※ 20名様以上の団体の方は（ ）内割引料金となります。
※ リピーター割引：会期中一般券、学生券の半券のご提示で、2回目以降は（ ）内割引料金となります。
※ 障害者手帳をご呈示いただいた方、およびその介護者1名は無料です（ミライロIDも可）。

三井記念美術館 ／ Mitsui Memorial Museum
［〒103-0022 東京都中央区日本橋室町2-1-1三井本館7階］
東京メトロ銀座線「三越前」駅 A7出口徒歩1分／東京メトロ半蔵門線「三越前」駅徒歩3分A7出口徒歩1分／
東京メトロ銀座線・東西線「日本橋」駅Ｂ9出口徒歩4分／
メトロリンク日本橋（無料巡回バス）乗降所「三井記念美術館」徒歩1分 

050 –5541–8600（ハローダイヤル）

https://www.mitsui-museum.jp
展覧会関連イベントについては、当館ホームページをご覧ください。

展 覧 会 名

会 期
開 館 時 間
休 館 日
主 催
入 館 料

会 場

読 者 か ら の 
お問い合わせ先
ホ ー ム ペ ー ジ
そ の 他

三井記念美術館広報事務局　担当：富樫、大原、松井　TEL：03ｰ6275ｰ0243 ／ 080ｰ5443ｰ1112
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-41 神保町ＳＦ１ビル206　E-mail：mitsui@annex-inc.jp 

報道関係の方からの
お 問 い 合 わ せ 先

美術の遊びとこころⅧ

五感であじわう日本の美術

＊ 開催内容を変更する場合がありますので、最新の情報は、当館ホームページまたはハローダイヤルにてご確認ください。また、展示室内の混雑を避ける
ため入場制限を行う場合があります。

日本の古美術や、日本で受容された東洋の古美術に親しんでいただくことを目的に、夏休みに合わせて
企画している「美術の遊びとこころ」シリーズの第８弾。本展では、人間が持つ五感を活用しながら、絵
画や工芸品を鑑賞していただきます。
作品に表現された花の香りや動物の鳴き声を想像したり、描かれた人物の気持ちに思いを寄せたり、あ

るいは美しい水辺の景色に涼を感じたり。視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚などの感覚を研ぎ澄ませて、作
品の声に耳を傾けてみてください。きっと新しい発見や驚きがあなたを待っているはずです！
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展 示 構 成 と 主 な 出 品 作 品

気 持ちを想 像してみる

絵画に描かれた人物や動物がどこのだ
れで、どんなシチュエーションに置かれてい
るのかをてがかりに、その人物や動物の感
情を感じ取ってみましょう。また能面に彫り
表された顔の表情から、それぞれの心情に
思いをはせてみましょう。

＊：広報用画像貸出作品

［図 1］＊
「郭

かく

子
し

儀
ぎ

祝
しゅく

賀
が

図
ず

」　円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

筆
江戸時代・安永 4 年（1775）

中央に座っている人物は、中国・唐時代の武将の
郭子儀。子孫たちがみな出世し、本人も長生きし
たため、おめでたい画題として好まれました。

［図 2］
「鬼図」　山

やま

口
ぐち

素
そ

絢
けん

筆
江戸時代・寛政 12 年（1800）

鬼が目玉も飛び出るほどに驚いて
いるのは、節分に家の入口などに
飾り邪気を払う焼

やいかがし

嗅のせいでしょう。
ひいらぎの枝にイワシの頭を刺した
もので、鬼の目突き、鬼おどしなどと
呼ばれました。

［図 3］＊
「花見の図」　河

かわ

鍋
なべ

暁
きょう

斎
さい

筆
江戸時代・19 世紀

満開の桜のもと、天狗の面をかぶり、扇を手に酒
の樽

たる

を背負った男性と、串団子をくわえた女性
が酔いにまかせて踊っています。

［図 4］＊
重要文化財 　「能面 蛇

じゃ

」
室町時代・14~16 世紀

大きく裂けた口に、つりあがった目、頭
には二本の角まで生えています。女
性の激しい恨みや怒りの感情を表
現した能面で、般若よりもさらに獣性
が増しているのが特徴です。
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音を聴いてみる

身近な動物や鳥、虫たちの鳴き声、活気にあふれる人々の喧騒、風や雨の音など、
絵画や工芸品の中からきこえてくる様々な音色に耳を傾けてみましょう。

［図 6］
「養

よう

老
ろう

勅
ちょく

使
し

図
ず

」
田
た

中
なか

訥
とつ

言
げん

筆
江戸時代・18~19 世紀

頭上から勢いよく流れ落ちる
養老の滝と三人の人物を描
いています。薬になる水がわ
き出たことを聞いた勅使（天
皇の使者）が、それを発見し
た息子と老父に経緯を尋ね
ている場面です。

［図 7］＊
「秋草に兎

うさぎ

図
ず

襖
ふすま

」　酒
さか

井
い

抱
ほう

一
いつ

筆　江戸時代・19 世紀
満月の夜、強風にあおられる葛

くず

やススキが茂る草むらから、白兎が飛びだしてきた一瞬を捉
えたもの。襖の板を斜めに貼り、板目を強風に見立てる洒落た趣向です。

［図 5］＊
「花鳥動物図（松

しょう

樹
じゅ

双
そう

鶴
かく

図
ず

）」
沈
しん

南
なん

蘋
ぴん

筆
清時代・18 世紀 

波の打ち寄せる岩場に松と丹
たん

頂
ちょう

鶴
づる

が描かれ、背景にほんのり
と引かれた赤色が朝日を連想
させます。親子の鶴が鳴き声を
交わしています。
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香りを嗅いでみる

特定のにおいをかぐことで、それに結びつく記憶や感情が
よみがえる現象をプルースト効果と呼ぶように、五感のうち嗅
覚は記憶と密接な関わりがあるとされます。
作品に表された四季を彩る草花のかぐわしい香りや、潮
風が運んでくる海の香りを感じてみましょう。

［図 8］＊
「菊

きく

尽
づくし

蒔
まき

絵
え

高
たか

坏
つき

」　象
ぞう

彦
ひこ

（八代西村
彦兵衛）製　大正時代・20 世紀

一重咲、八重咲など種類や大きさの異
なる様々な菊の花を、天板のみならず、
裏面や脚にまでびっしりと描き込んだ蒔
絵の高坏（食物を盛る脚付きの台）。花
びらの一部には、虹色に輝く螺

ら

鈿
でん

も用い
られています。

［図 9］
「武

ぶ

陵
りょう

桃
とう

源
げん

図
ず

」　中
なか

島
じま

来
らい

章
しょう

筆　江戸時代・19 世紀

武陵桃源は中国湖南省にある桃の花が咲き乱れる理想郷のこと。迷い
込んだ漁師が大歓待を受け、帰るのを忘れたという陶

とう

淵
えん

明
めい

の『桃
とう

花
か

源
げん

記
き

』
を主題としています。

［図 10］
「海

かい

辺
へん

群
ぐん

鶴
かく

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

」
三
みつ

井
い

高
たか

福
よし

筆
明治 18 年 (1885)

北三井家八代・高福が海辺で憩う鶴の群れ
を描いた屏風。円山応挙の図を手本に写し
たもので、右隻に丹頂鶴、左隻に真

まな

鶴
づる

と丹頂
が描かれています。
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触った感 触を想 像してみる

3Dの立体物である工芸品の多くは、人の手で触れられることを
前提に作られています。とくに茶道具では、手触りや重さが鑑賞の
ひとつのポイントにもなっています。
美術館では実際に作品に触れることはかないませんが、金属や
焼きもの、木といった素材ごとの特性に加え、表面の状態を観察す
ることで触った感触を想像してみてください。

［図 11］＊
「伊

い

賀
が

耳
みみ

付
つき

花
はな

入
いれ

 銘
めい

業
なり

平
ひら

」　桃山時代・16~17 世紀

へこみやゆがみのあるユニークな形をした花瓶。豪快で
自由な桃山時代の気風が伝わってくるようです。

［図 12］＊
「姥

うば

口
ぐち

霰
あられ

釜
がま

」　与
よ

次
じ

郎
ろう

作　桃山時代・16 世紀

姥口とは老婆の口の意味で、釜の口がすぼまっているので、こう呼ばれます。表面に
は小さな突起がびっしりと規則的に並んでおり、装飾性の高い茶の湯釜となってい
ます。

［図 13］
「水

すい

晶
しょう

玉
だま

・平
ひら

目
め

地
じ

水
すい

晶
しょう

台
だい

」　象
ぞう

彦
ひこ

（西村彦兵衛）製
明治〜昭和時代初期・19~20 世紀

三井家が所蔵する水晶玉のうち、最も大きい直径六寸（約18
㎝）、重さ二貫三百匁（約8.9㎏）の水晶玉と、それを飾るため
の蒔絵の台です。

［図 14］
「鶉
うずら

図
ず

」　土
と

佐
さ

光
みつ

起
おき

筆　江戸時代・17 世紀

赤い実をつけたサルトリイバラを背景に、一羽の
ウズラがたたずむ姿を描いています。繊細な筆づ
かいで描かれたウズラの羽が見どころです。
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味を想 像してみる

美味しそうな柿やナス、いちじくは、実は
かたい象牙で作られています。脚や胴体
が動く伊勢海老は銀製です。どんな味が
するのか想像してみてください。
また様々な飲食器は、美術館に収蔵され
る前は実際に使用されていたものです。あ
なたなら、どんなお料理を盛り付けますか。

［図 15］＊
「染

そめ

象
ぞう

牙
げ

果
か

菜
さい

置
おき

物
もの

」　安
あん

藤
どう

緑
りょく

山
ざん

作　大正〜昭和時代初期・20 世紀

みずみずしい茄子や枝付きの柿、無
い ち じ く

花果、仏
ぶっ

手
しゅ

柑
かん

、蜜
み

柑
かん

は、象牙を彫って彩色をほどこした
もの。 本物と見まがうばかりの質感です。

［図 16］
「伊

い

勢
せ

海
え

老
び

自
じ

在
ざい

置
おき

物
もの

」　高
たか

瀬
せ

好
こう

山
ざん

製　明治〜昭和時代初期・19 世紀

銀製の伊勢海老は、触角を前後に振ったり、脚を関節で曲げることができ、
腹部も伸ばしたり、内側に折り曲げたりできます。昆虫や動物を、形姿だけ
でなく、胴や関節などが動く機能まで実物と同じように作った自在置物です。

［図 17］＊
「銹

さび

絵
え

染
そめ

付
つけ

笹
ささ

図
ず

蓋
ふた

物
もの

」　尾
お

形
がた

乾
けん

山
ざん

作　江戸時代・18 世紀

丸みをおびた正方形に近い形の蓋付きの容器。器の表面はもちろん、
蓋裏や見込にいたるまで、雪中の笹がダイナミックに描かれています。

［図 18］
「萌

もえぎこうちゆうかしわのはざら

黄交趾釉柏葉皿」　永
えい

楽
らく

保
ほ

全
ぜん

作
江戸時代・天保 14 年〜弘化 4 年頃（1843~47 頃）

全体に深い緑色の釉
ゆう

薬
やく

がかかった大ぶりの皿。柏の葉を
かたどったもので、くっきりとした葉脈が印象的です。
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温 度を感じてみる

絵のなかに描かれたモチーフを手がかりに、場所や季節、時間を読み解いてみましょう。そ
れがわかると暑い、寒い、湿り気がある、爽やかなどの気温まで感じられるようになるかもしれ
ません。

［図 19］＊
「山水図屏風」　円

まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

筆　
江戸時代・安永 2 年（1773）

右隻には三保の松原を連想させるような日
本風の海辺の松林を、左隻には険しい山々
がそびえる中国風の山水を描いています。手
前から奥へ、急カーブ気味に弧を描くように
モチーフを配置する構図は、この時期の応
挙作品の特徴です。

［図 20］
「雪中松に鹿図屏風」　岡

おか

本
もと

豊
とよ

彦
ひこ

筆　江戸時代・19世紀

画面の左側に立派な角を持ったオスの鹿を配し、右側に
松の大木を表した水墨画です。松の幹や葉の一部を描き
残し、紙の地の白色を利用して降り積もった雪が表現され
ています。

［図 21］
「墨

ぼく

河
が

夕
せき

涼
りょう

」　鏑
かぶら

木
き

清
きよ

方
かた

筆　昭和時代・20 世紀

桔
き

梗
きょう

模様が表された淡い青色の着物をまとった女性が、隅田川のほとりで夕べの涼を
とっています。右手に手ぬぐいを持ち、左手でかんざしを直す仕草が印象的です。
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展覧会広報用画像について
展覧会の広報用貸出画像データ／読者プレゼン卜招待券をご希望される方は、下記ご確認の上お申し込みください。
＊  画像は展覧会の広報用としての使用に限らせていただきます。展覧会終了後の利用、また二次利用はお断りしております。
＊ 画像掲載にあたっては、【記載クレジット】を必ずご記載ください。
＊ Webサイトで掲載の場合は、必ず画像にコピーガードをかけてください。
＊  読者プレゼントの際には作品画像を掲載し、展覧会会期中にご紹介ください。またお手数ですが、招待券プレゼン卜の受付・発送などは貴社、貴編

集部にてお願いいたします。
＊ ご掲載紙・誌等は広報事務局までご送付ください。

読 者 招 待 券 5組10枚まで受付　　　※申し込み受付は　2024年7月1日まで

お申し込み方法

当館ホームページ「プレスの方へ」ページの申込フォームに必要事項を入力し、お申し込みください。

入力いただいたアドレスに広報事務局よりメールをお送りします。

プレス関 係の方からの
お 問 い 合 わ せ 先

三井記念美術館広報事務局　担当：富樫、大原、松井　TEL：03ｰ6275ｰ0243 ／ 080ｰ5443ｰ1112
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-41 神保町ＳＦ１ビル206　E-mail：mitsui@annex-inc.jp

三井記念美術館ホームページ「プレスの方へ」ページ
https://www.mitsui–museum.jp/press/press.html

美術の遊びとこころⅧ

五感であじわう日本の美術


